
校長室より（お知らせ） ６月

１ 令和元年度第 1回・校長「語らいサロン」 参加者 14名！
5月 18日（土）の学校公開日に開催した校長「語らいサロン」には、14名の保護者の皆さんが参

加してくださり、テーマ「これからの PTA 活動について」に沿って、大変有意義なお話しを伺うこ
とができました。この時の話し合いの模様を、皆様にもお知らせしたいと思い、現在準備中です。（ホ

ームページ上に掲載の予定です。）

この時、まだお話しを伺うことのできなかった方もいらっしゃいましたので、次回 6月 22日にも
もう一度同じテーマで「語らいサロン」を実施することにいたしました。小さなお子さんを連れて

こられても、そばで見ていていただければ結構です。お気軽にご参加ください。

６月の校長「語らいサロン」 ６月２２日（土）９：００－９：４５ 応接室

「働き方改革」について（その１）

昨年6月に成立した、働き方改革法が、今年の4月より、

大企業から順次適用開始となりました。労働者の過労死等

を防ぐため、残業時間を原則月45時間以内、かつ年360時

間以内（繁忙期は月100時間未満、年720時間以内）とい

う上限が設けられ、罰則も付けられました。今のところ、

公務員にはこの法律は適用になっていませんが、文部科学

省は現在、本気で「教職員の働き方改革」を進めるつもり

でいます。

「残業・月45時間以内」を単純に計算すると、1ヶ月が

4週半と考えて、1週間約1０時間。週に5日間あり、1日あたり2時間となります。三吾小の教職

員の平均的な在勤時間は、１日あたり１０～１２時間です。多い場合は１３時間を超えているこ

ともあります。さらに、土・日に出勤して準備や事務処理をしている教員も少なくありません。

教員の働き方は、これまで「過労死ライン」を軽く超える状況です。

このような状況は、多かれ少なかれ、日本人の多くが「問題ではあるけれど仕方ない、やむを

得ない」と目を背けてきた問題でしょう。そういえば、３月に国連が発表した「世界幸福度ラン

キング」で、日本の幸福度は、世界１５６カ国中５８位という状況です。

働き方改革とは、日本人の生き方そのものを根底から覆すような、ものすごい大改革です。学

校でも、来年度から完全実施となる新しい指導要領の掲げる目標を実現するために、これまで「当

たり前」にやってきた教育活動のすべてを、もう一度白紙に戻す勢いで、一から考え直さなけれ

ばならないと考えています。例えば、明日行われる運動会についても、ここ数年の気温上昇をみ

ても、かつての状況と全く違うのだということを考え、何を最優先にすべきか、さらに全体の教

育活動の中での優先順位をどうするのかを、保護者や地域の皆様とともに考えていきたいと考え

ております。
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